
働く人のメンタルヘルスを考える（3）  　   

軽労働化で農業の再生⑨
宇土 博

熱中症の連載を終えて
石井賢治

V
o

l.8
0

, N
o

.4
,

労
働
の
科
学

2
0

2
5

特 

集

大原記念労働科学研究所

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

特 集

　
　

 

定
価
一
、二
〇
〇
円

　
　

 

本
体
一
、〇
九
一
円

（
年
ぎ
め
一
三
、〇
〇
〇
円
）

　

　

二
〇
二
五
年
四
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

　
　
　
編
集
人
／
永
田
佳

　
　
（
〒
1
7
0‒

0
0
0
5
）東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
二‒

二
六‒

七  

M
E
新
大
塚
ビ
ル
一
〇
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

発
行
人
／
堀  

潔

　

 

発
行
所
／
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

　
　

　

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
考
え
る 

（3）  

2025年4月1日発行  
（毎月1回1日発行）　（80巻4号）

ISSN 0035-7774  

連載

六角柱体／本城義雄

銀行と労働⑥
坂本恒夫  

凡夫の安全衛生論議⑪ 
福成雄三

 児童養護施設の労働組合を改善するための課題
堀場純矢

巻頭言

 特別寄稿
 ⑶

職場におけるセルフケアとセルフマネジメント／山田圭介
職場におけるメンタルヘルス戦略／藤枝砂月・浅野憲一

V o l . 8 0 ,  N o . 4

2 0 2 5

雑誌コード　09727-4



表紙作品：六角柱体／本城義雄
制作年：1987年

サイズ：1303×1620mm
材質：油彩・キャンパス

表紙デザイン：大西文子

俯瞰（ふかん）

熱中症の連載を終えて
……………………………………………………………………………………………………  1
石井　賢治［大原記念労働科学研究所 主任研究員］

巻頭言

V o l . 8 0 ,  N o . 4

2 0 2 5

働く人のメンタルヘルスを考える⑶

職場におけるセルフケアとセルフマネジメント
〜RPGに例えて考える〜
.................................................................................［株式会社リーディングマーク］山田　圭介..............4

職場におけるメンタルヘルス戦略
ーセルフケアとコンパッションの活用ー
.................................................................................... ［筑波大学］藤枝　砂月，浅野　憲一..............8

特別寄稿（3）
児童養護施設の労働問題を改善するための課題
..............................................................................［日本福祉大学社会福祉学部教授］堀場 純矢............13

Special contribution



CONTENTS

軽労働化で農業の再生（9）
農業における調製出荷作業
―座作業の軽減対策を中心に
各論第８回.............................................................................................................宇土　博............18

つれづれなるままに
もう一度読みたい『沈黙の春』のことなど..................................... 千葉　百子............34

労研アーカイブを読む（110）
Safety Firstと安全第一（1）
－日本製鉄とUSスチール発足の経緯－...............................................................椎名　和仁............40

凡夫の安全衛生論議［疑問と思い込み］（11）
メンタルヘルス問題について考える④
～ストレスチェックと心の健康～.....................................................................福成　雄三............48

銀行と労働（6）
LIBOR不正操作事件
..........................................................................................................................坂本　恒夫............50

BOOKS
『おみやげと鉄道 「名物」が語る日本近代史』

日本のお土産文化..............................................................................................椎名　和仁............53

勞働科學のページ.......................................................................................................................55

ろうけん川柳................................................................................................................................63

次号予定・編集雑記................................................................................................................... 64

Seriesv

Column



1労働の科学　80巻４号　2025年

ふ か ん

巻頭言俯瞰

皆
様
に
も
人
生
を
歩
ん
で
来
た
中
で
、
何
気

な
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
私
が
労
研
に
入
っ
て
割
と
す
ぐ
の
頃
、

先
輩
研
究
者
が
口
に
し
た
言
葉
が
今
も
頭
に
浮

か
び
ま
す
。「
熱
中
症
っ
て
機
序
は
良
く
知
ら

れ
て
い
る
の
に
さ
。
な
か
な
か
無
く
な
ら
な
い

ん
だ
よ
。」

梅
雨
明
け
や
Ｇ
Ｗ
明
け
に
留
ま
ら
ず
、
最
近

は
新
年
度
を
迎
え
る
こ
ろ
に
熱
中
症
の
ニ
ュ
ー

ス
が
耳
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
酷

暑
や
救
急
搬
送
の
話
題
を
目
に
し
な
い
日
は
あ

り
ま
せ
ん
。
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
死
傷
者
数

も
、
２
０
２
４
年
に
は
統
計
を
取
り
始
め
て
以

来
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
熱
中

症
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
逆
に
な
ら
ず
に
済

む
の
か
、
重
要
な
知
見
が
増
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
従
来
と
同
じ
よ
う
な
知
識
や
経
験
が
そ
の

ま
ま
継
承
さ
れ
、
そ
し
て
確
か
に
熱
中
症
は
無

く
な
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
２
０
２
５
年
か
ら
は

労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ
れ
、
熱
中
症
対

策
の
義
務
化
や
、
対
策
を
怠
っ
た
事
業
者
に
罰

則
が
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
職

場
の
熱
中
症
は
減
る
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
実
装
科
学
と
呼
ば
れ
る
、
得
ら
れ
て

い
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
実
装
し
て
い
く
方
法
論
に

関
す
る
研
究
が
様
々
な
分
野
で
進
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
利
用
者
や
提
供
者
な
ど
の
意

思
が
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映
さ
れ
る
Ｍ
ｉ

ｎ
ｄ
ｓ
と
い
う
仕
組
み
が
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
産

業
保
健
の
分
野
に
応
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
、
現
場
の
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
一
員
と
な
り
、
ル
ー
ル
作
り
の
一
翼
を

担
う
こ
と
が
増
え
て
来
ま
し
た
。
熱
中
症
の
分

野
は
、
ま
だ
医
療
や
気
象
の
専
門
家
で
作
ら
れ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
現
場
に
降
り
て
く
る
、
そ

ん
な
形
が
強
い
領
域
に
思
い
ま
す
。
現
場
の
声

を
反
映
で
き
る
仕
組
み
作
り
が
、
一
つ
の
突
破

口
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
学
会
の
ご
支
援
を

受
け
な
が
ら
、「
労
働
の
科
学
」
の
誌
面
で
熱

中
症
予
防
指
導
士
に
よ
る
連
載
を
約
１
年
間
に

渡
り
お
送
り
し
ま
し
た
。
熱
中
症
予
防
の
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
安
全
衛
生
の
専

門
家
以
外
が
大
多
数
な
の
で
す
が
、
運
動
生
理

や
汗
の
成
分
分
析
の
実
習
ま
で
受
講
し
て
い
る

ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
で
す
。
も
の
づ
く
り
の
技
術

者
も
現
場
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
理
念
は
、
創
立
以
来
労
研
で
も
大
事
に
さ
れ

て
い
る
思
想
か
と
思
い
ま
す
。
各
執
筆
者
、
熱

中
症
予
防
指
導
士
会
の
皆
様
に
は
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
現

場
の
架
け
橋
を
担
え
る
組
織
と
し
て
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

さ
て
も
う
一
つ
、
大
学
時
代
の
恩
師
が
口
に

し
た
、
今
も
頭
に
浮
か
ぶ
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
家
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
と
さ
。
高
齢
者

は
外
を
歩
け
な
く
な
る
ん
だ
よ
。」

高
齢
の
親
御
さ
ん
の
た
め
に
、
ご
実
家
を
段

差
の
少
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
物
に
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
こ
と
で
、
親
御
さ
ん
は
日
々
き
つ

い
思
い
を
す
る
こ
と
な
く
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
転
倒
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
々
段
差
を

移
動
す
る
こ
と
の
な
い
生
活
は
、
日
々
身
体
を

動
か
さ
な
い
習
慣
で
も
あ
り
ま
す
。
自
宅
内
で

筋
ト
レ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
行
動
が
無
く

な
り
、
結
果
と
し
て
身
体
機
能
が
下
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

昨
今
の
熱
中
症
対
策
で
も
、
と
か
く
休
憩
の

数
は
増
え
、
デ
バ
イ
ス
は
ピ
ー
ピ
ー
と
音
を
立

て
て
は
休
憩
を
促
し
、
ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
就

寝
し
、
確
か
に
熱
中
症
か
ら
遠
ざ
か
る
予
防
行

動
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
結
果
的
に

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
話
と
同
様
に
、
暑
さ
に

強
い
身
体
を
作
る
行
動
は
減
り
、
よ
り
熱
中
症

リ
ス
ク
の
高
い
身
体
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

福
沢
諭
吉
の
言
葉
に
「
先
ず
獣
身
を
成
し
て

而
し
て
後
に
人
心
を
養
う
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
彼
は
真
っ
先
に
獣
の
身
体
を
作
り
上

げ
ろ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
人
は
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
よ
り
、
そ
の
思
考
能
力
が
低
下
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
声
が
あ
り
ま

す
。
で
も
そ
の
前
に
。
我
々
は
も
っ
と
足
元
の
、

人
の
身
体
能
力
の
こ
と
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
年
、
熱
中
症
の
話
題

が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
度
に
、
ま
た
１
年
運
動

不
足
で
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
と
、
慌
て
て
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
買
う
の
で
す
。
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